
７
月
26
日(

日)

、
岡
山

操
車
場
跡
地
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
16

チ
ー
ム(

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部)

が
参
加
し
て
市
子
連
中
央
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

花
尻
・
白
石
チ
ー
ム
は
８

時
55
分
か
ら
の
１
回
戦
に
臨

み
ま
し
た
。

初
回
エ
ラ
ー
も
あ
り
、
５

点
を
先
取
さ
れ
た
も
の
の
、

そ
の
後
は
点
を
与
え
ず
、
打

線
の
奮
起
を
期
待
し
ま
し
た

が
１
点
を
返
し
た
に
と
ど
ま

り
、
５
対
１
で
敗
れ
、
上
位

進
出
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

気
温
が
35
℃
を
越
え
る
中
、

よ
く
頑
張
っ
た
選
手
の
皆
さ

ん
に
拍
手
を
送
る
と
と
も
に

監
督
・
コ
ー
チ
、
そ
し
て
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
暑
い
中
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
、
当
日
、
審
判
を
一

日
務
め
て
い

た
だ
い
た
普

門
茂
之
さ
ん

(

花
尻
町
内
会

長)

を
始
め
審

判
団
を
務
め

て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、

猛
暑
の
中
、

大
変
ご
苦
労

様
で
し
た
。

選
手
の
皆

さ
ん
、
こ
れ

か
ら
も
暑
い

中
で
の
練
習
、

頑
張
っ
て
下

さ
い
。

秋
の
町
内
一
斉
清
掃
は
10

月
25
日(

日)

午
前
８
時
よ
り

行
い
ま
す
。
（
小
雨
決
行
）

今
回
の
清
掃
で
は
、
用
水

に
溜
ま
っ
た
川
藻
や
へ
ど
ろ

も
取
り
除
く
予
定
で
す
。

大
変
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

集
合
場
所
や
服
装
、
用
具

等
に
つ
い
て
は
町
内
新
聞
10

月
号
と
同
時
配
布
の
の
「
町

内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て
」
を

必
ず
ご
覧
下
さ
い
。

そ
し
て
、
清
掃
当
日
は
、

事
前
に
刈
っ
た
草
の
後
片
付

け
を
行
い
ま
す
の
で
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
よ
り
決
め
ら
れ
た
人

は
笹
ヶ
瀬
川
堤
防
に
午
前
８

時
に
お
集
ま
り
下
さ
い(

日)

午
前
８
時
よ
り
笹
ヶ
瀬
川
堤

防
の
草
刈
り
を
行
い
ま
す
。

当
日
の
集
合
場
所
は
「
野

花
大
橋
の
高
架
下
」
で
す
。

草
刈
り
に
は
、
か
な
り
の

人
数
が
必
要
で
す
の
で
、
町

内
会
役
員(

理
事
・
土
木
委
員)

の
方
は
勿
論
、
編
集
員
会
を

始
め
各
団
体
役
員
の
皆
さ
ん

も
出
来
る
限
り
多
く
の
方
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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発

行

責

任

者

普

門

茂

之

編

集

責

任

者

楠

木

忠

司

町
内
新
聞

花尻 市
子
連
中
央
大
会

一
回
戦
で
惜
し
く
も
敗
れ
る

精
霊
送
り
は
８
月
15

日(
土)
、
あ
か
ね
公
園

で
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し

た
。今

年
の
精
霊
送
り
の

当
番
は
白
石
西
町
内
会
、

午
後
６
時
頃
か
ら
三
町

内
会
役
員
約
15
人
が
公

園
に
集
合
し
、
祭
壇
や

照
明
、
提
灯
、
お
供
え

物
を
置
く
机
、
椅
子
等

の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
６
過
ぎ
か
ら
か

ら
、
お
盆
の
お
供
え
物

を
持
っ
た
方
々
が
次
々

と
訪
れ
、
お
供
え
物
を

机
に
置
き
、
準
備
し
て

い
る
ロ
ウ
ソ
ク
と
線
香

に
火
を
付
け
、
静
か
に

手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し

た
。受

付
で
受
け
取
っ
た

お
供
え
物
は
町
内
会
役

員
の
皆
さ
ん
手
で
次
々

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
に

入
れ
ら
れ
、
シ
ー
ト
に

並
ら
べ
て
い
き
ま
し
た
。

午
後
８
時
頃
、
あ
か

ね
公
園
に
岡
山
市
の
ご

み
収
集
車(

パ
ッ
カ
ー
車)

が
到
着
し
、
積
み
込
み

を
始
め
ま
し
た
。

午
後
８
時
過
ぎ
に
は

精
霊
送
り
の
片
付
け
は

終
わ
り
ま
し
た
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。

第
二
回
合
同
役
員
会
を
開
催

町
内
会
主
催
敬
老
会
、
秋
ま
つ
り
、
学
区
民
体
育
大
会
、

笹
ヶ
瀬
川
堤
防
の
草
刈
り
、
一
斉
清
掃
等
に
つ
い
て
協
議

暑
さ
も
和
ら
い
だ
８
月
23
日(

日)

、
午
後
６
時
よ
り
各
団

体
役
員
44
名
が
出
席
し
、
第
２
回
合
同
役
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

議
題
は
①
町
内
会
主
催

敬
老
会
、
②
秋
ま
つ
り
、
③
学

区
民
体
育
大
会
、
④
町
内
一
斉
清
掃
及
び
笹
ヶ
瀬
川
堤
防
の

草
刈
り
な
ど
に
つ
い
の
協
議
し
ま
し
た
。
な
お
、
協
議
の
決

定
内
容
に
つ
い
て
は
掲
載
し
て
い
る
通
り
で
す
。

町
内
会
主
催

敬
老
会
は
９
月
21
日(

祝)

今
年
の
町
内
会
主
催
の
敬

老
会
を
次
の
よ
う
に
開
催
し

ま
す
。
該
当
者
の
方
の
ご
出

席
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

９
月
21
日(

祝)

10
時
30
分

受
付

11
時

開
会
式

場
所

町
内
集
会
所

参
加
資
格
年
齢

満
70
歳(

昭
和
20
年
生

ま
れ)

～
79
歳(

昭
和
12
年

生
ま
れ)

で
す
。

(

※
80
才
以
上
の
方
は
学

区
敬
老
会
に
参
加)

出
欠
の
確
認
は
婦
人
部
の

方
が
行
い
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
出
席
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
敬
老
会
の
打
合
わ
せ

を
９
月
５
日(

土)

午
後
７

時
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
町

内
会
三
役
、
婦
人
部
、
親
和

会
、
育
成
会
、
は
と
ぽ
っ
ぽ

の
方
は
出
席
を
し
て
下
さ
い
。

秋
ま
つ
り
は
次
の

よ
う
に
行
い
ま
す
。

【
10
月
10
日(

土)

】

◇
10
時

神
事

お
宮

◇
15
時

だ
ん
じ
り
・

み
こ
し
の
行
進

◇
18
時
00
分

夜
店

◇
18
時
30
分

映
画
会

【
10
月
11
日(

日)

】

◇
９
時
30
分
子
ど
も
相
撲

◇
11
時
00
分

抽
選
会

※
富
く
じ
の
抽
選
会

は
今
年
も
行
い
ま
す
。

◇
10
時
30
分

模
擬
店

※
無
料
で
す
が
、
整

理
券
が
必
要
で
す

◇
雨
天
の
場
合
は
次

の

通
り
で
す
。

※
10
月
10
日
が
雨
天

の
場
合
は
11
日
・
12

日
の
二
日
間
で
行
い

ま
す
。
11
日
が
雨
天

の
場
合
は
12
日
に
行
い
ま
す
。

10
日
11
日
と
も
雨
の
場
合
は

12
日
に
、
一
日
で
行
い
ま
す
。

※
お
宮
の
清
掃
は
９
月
26
日

(

土)

午
後
１
時
よ
り
行
い
ま

す
の
で
、
各
団
体
役
員
の
方

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋まつりは10月10日(土)・11日(日) 12日(祝)は予備日

学
区
民
体
育
大
会
は
９
月
27
日(

日)

陵
南
学
区
民
体
育
大
会
は

９
月
27
日(

日)

に
開
催
さ
れ

ま
す
。(

雨
天
の
場
合
は
10
月

４
日(

日)

で
す)

昨
年
は
４
年
ぶ
り
に
競
技

の
部
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

今
年
も
連
続
優
勝
を
め
ざ
し

て
体
協
・
育
成
会
を
中
心
に

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
応
援
の
部
は
昨
年

残
念
な
結
果
に
終
わ
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
一
位
を
目
指

し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
出
場
選
手
に
つ
い

て
は
体
協
・
育
成
会
で
人
選

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
場
希
望
者
の
方

は
体
協
役
員
か
町
内
会
三
役

に
、
９
月
13
日(

日)

ま
で
に

ご
連
絡
下
さ
い
。

当
日
は
多
く
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

競
技
・
応
援
の
部
の
Ｗ
優
勝
を
目
指
し
頑
張
っ
て
下
さ
い

町
内
一
斉
清
掃
は
10
月
25
日(
日)

堤
防
の
草
刈
り
は
10
月
18(

土)

【
町
内
会
か
ら
の
お
願
い
】

今
年
一
年
の
主
な
行
事
予

定
は
左
記
の
通
り
で
す
。

(

町
内
会
・
学
区
主
催)

◎
９
月
21
日(

祝)

11
時

町
内
会
主
催

敬
老
会

◎
９
月
26
日(

土)

13
時

お
宮
の
清
掃

◎
９
月
27
日(

日)

８
時
45
分

体
協
主
催

体
育
大
会

◎
10
月
10
日(

土)

～
11
日

町
内
会

秋
ま
つ
り

◎
10
月
18
日(

日)

８
時

笹
ヶ
瀬
川
堤
防
草
刈
り

◎
10
月
22
日(

木)

カ
バ
ヤ
・
平
林
リ
サ
イ
ク

ル
工
場
見
学

◎
10
月
25
日

８
時

町
内
一
斉
清
掃

◎
10
月
18
日(

日)

10
時

学
区

敬
老
会

◎
11
月
８
日(

日)

学
区

陵
南
フ
ェ
ス
タ

◎
11
月
23
日(

祝)

10
時

学
区

健
康
ウ
ォ
ー
ク

◎
12
月
13
日(

日)

10
時

◎
12
月
28
日(

月)

～
30
日

年
末
夜
警

三
町
内
会
の
精
霊
送
り
が
厳
粛
に
行
わ
れ
る

８
月
18
日(

火)

、
一
宮
公

民
館
に
お
い
て
「
吉
備
の
中

山
守
る
会
」
主
催
の
夏
期
学

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
赤
木
格
堂(

俳

人)

に
つ
い
て
」
。
講
師
は
東

花
尻
の
赤
木
二
三
男(

俳
号

ふ
み
お)

氏
で
し
た
。

赤
木
格
堂
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
は
明
治
12
年
、
南
区
小
串

で
生
ま
れ
、
名
前
は
亀
一
。

明
治
32
年
有
名
な
正
岡
子
規

と
の
交
流
が
始
ま
る
。
ま
た
、

そ
の
頃
、
岡
山
藩
脱
藩
歌
人
・

平
賀
元
義
の
和
歌
を
正
岡
子

規
に
紹
介
し
て
い
る
。
明
治

35
年
７
月
早
稲
田
大
学
を
卒

業
し
て
帰
郷
。
正
岡
子
規
没

(

明
治
35
年
９
月)

後
は
、
第

一
線
か
ら
退
い
て
い
る
。
そ

の
後
、
九
州
日
報
主
筆
、
パ

リ
留
学
、
衆
議
院
議
員
、
山

陽
新
報
主
筆
、
小
串
村
長
な

ど
を
歴
任
し
て
い
る
。

同
じ
よ
う
な
時
代
に
竹
下

夢
二(

明
治
17
年
生
ま
れ)

や

内
田
百
閒(

明
治
22
年
生
ま
れ)

が
い
る
。
余
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
２
人
と
も
俳
句

を
詠
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

約
２
時
間
の
お
話
で
し
た

が
、
赤
木
格
堂
の
俳
人
と
し

て
の
偉
大
さ
が
少
し
分
か
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

赤
木
格
堂(

俳
人)

を
偲
び
「
吉
備
の
中
山
を
守
る
会
」
夏
期
学
習
会
を
開
催

◎
赤
木
ふ
み
お(

俳
号)

・

二
三
男
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

★
27
歳
か
ら
俳
句
を
始
め
る

★
平
成
25
年
～
26
年

毎
日
新
聞
岡
山
俳
壇
選
者

★
岡
山
県
俳
句
協
会
会
長

★
排
詩
『
吉
備
野
』
主
宰

★
北
区
東
花
尻
在
住

昨
年
４
月
20
日
に
吉
備
中
山
の

北
端
に
建
立
さ
れ
て
い
た
平
賀

元
成
の
脇
に
建
立
さ
れ
た
赤
木

格
堂
の
句
碑
。
中
央
で
説
明
し

て
い
る
の
が
赤
木
二
三
男
氏

講師の赤木二三男さん線香・ローソクをあげまし手を合わせる皆様

熱戦が続いて市子連中央大会の試合の模様

審判を務めていただい
た普門さん(町内会長)
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第
13
回
吉
備
・
陵
南
木
堂

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
好
天
に

恵
ま
れ
た
７
月
25
日(

土)

、

吉
備
中
学
校
で
午
後
３
時
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
梅
雨
も
明
け
、
う

だ
る
よ
う
な
夏
日
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、

抽
選
時
に
は
下
の
写

真
の
よ
う
に
会
場
い
っ

ぱ
い
の
入
場
者
が
あ

り
、
木
堂
ま
つ
り
は
大
変
な

賑
わ
い
で
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
午
後
か

ら
太
鼓
の
演
奏
や
吉
備
・
陵

南
の
幼
稚
園
児
と
保
護
者
に

よ
る
う
ら
じ
ゃ
踊
り
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

夕
方
、
木
堂
さ
ん
の
行

列
が
会
場
に
到
着
し
、
西

商
工
会
副
会
長
の
牧
野
さ

ん
の
挨
拶
等
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
盆
踊
り
に
は
大

き
な
輪
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

吉
備
・
陵
南
木
堂
ま
つ
り
盛
大
に
開
催

恒
例
の
納
涼
花
火
大
会
は

天
候
に
恵
ま
れ
た
８
月
１
日

(

土)

旭
川
河
川
敷
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

会
場
周
辺
は
人
で
埋
ま
り
、

次
々
と
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花

火
に
観
客
は
熱
さ
を
忘
れ
、

見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
付
近
に
は
屋
台
も

た
く
さ
ん
並
び
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
後
楽
園
は
「
幻
想

庭
園
」
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
花
火
の
見
学
客
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

お
城
を
背
景
に
、
池
に
映

る
花
火
は
と
て
も
綺
麗
で
歓

声
も
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

笹
ヶ
瀬
川
の
堤
防
か
ら
も

眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
第
22
回
う
ら
じ
ゃ
」
が

炎
天
下
の
中
、
８
月
１
、
２

日
の
両
日
岡
山
市
街
地
を
中

心
に
開
催
さ
れ
、
工
夫
し
た

衣
装
・
メ
イ
ク
で
華
麗
な

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
表
町
に
出
向

き
ま
し
た
が
、
ア
ー
ケ
ー

ド
が
あ
り
、
比
較
的
見
学

し
や
す
い
場
所
で
し
た
。

こ
こ
で
は
、
花
尻
夏
ま
つ

り
に
出
演
し
て
い
た
だ
い

た
、
「

」
の
皆

き
し
ょ
う
て
ん
け
つ

さ
ん
が
元
気
に
踊
り
、
多
く

の
見
学
の
方
か
ら
大
き
な
拍

手
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
メ
イ
ン
会
場
で

あ
る
市
役
所
筋
に
出
向
き
ま

し
た
。

こ
の
日
も
炎
天
下
の
中
、

多
く
の
見
学
の
皆
さ
ん
が
沿

道
を
埋
め
つ
く
し
、
各
踊
り

連
の
皆
さ
ん
が
揃
い
の
衣
装

で
、
汗
を
光
ら
せ
、
笑
顔
で

踊
っ
て
い
ま
し
た
。

お
か
や
ま

桃
太
郎
ま
つ
り
「
う
ら
じ
ゃ
」
に
６
２
０
０
人

５
千
発
の
花
火
が
咲
き
競
う
！

８
月
２
日(

日)

、
備
前
一

宮
の
吉
備
津
彦
神
社
に
平
安

時
代
か
ら
伝
わ
る
県
指
定
の

重
要
無
形
民
族
文
化
財
の

「
御
田
植
祭(

通
称

お
田
植

お
ん
だ
う
え
さ
い

祭)

」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
北
の
道
路
や
境
内
に
は

多
く
の
夜
店
が
並
び
、
大
変

な
賑
わ
い
で
し
た
。

ま
た
、
笹
ヶ
瀬
川
堤
防(

一

宮
処
理
場
付
近)

で
は
午
後
８

時
頃
か
ら
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
、
沿
道
か
ら
も
多
く
の

方
が
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
９
時
よ
り
宮
司
さ
ん

や
氏
子
の
皆
さ
ん
達
に
よ
り

本
殿
で
厳
か
に
神
事
が
厳
か

約
１
時
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
小
中

学
校
の
女
子
生
徒
に

よ
る
古
式
に
の
っ
と
っ

た
「
田
舞
」(

田
植
え

た

ま

い

の
様
子
を
表
現
し
た

舞)

が
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
古
式
豊
か
な
舞

に
参
拝
に
訪
れ
た
方
々

も
じ
っ
と
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。
最
後
に

守
分
宮
司
さ
ん
よ
り

本
殿
改
修
の
経
過
と

お
礼
の
ご
挨
拶
が
り

ま
し
た
。

「
御
斗
代
祭
」
の
行
列
は
、

み

と

し

ろ

さ

い

地
元
の
中
学
生
や
氏
子
等
約

50
人
の
行
列
が
、
６
本
の
稲

の
苗
を
御
羽
車
と
呼
ば
れ
る

御
輿
に
乗
せ
て
境
内
の
神
池

に
運
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
鶴
島
と
亀
島
の

祭
壇
に
奉
納
し
、
豊
作
を
祈

願
し
ま
し
た
。

田
井
良
一
宮
司
さ
ん
が
亡

く
な
ら
れ
て
初
め
て
の
川
入

八
幡
宮
の
夏
ま
つ
り
が
８
月

４
日(

火)

、
平
田
宮
司
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
神
事
が
厳
粛

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
は
多
く
の
参
拝

者
の
方
が
お
参
り
に
訪
れ
、

境
内
は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。ま

た
、
子
ど
も
達
の

作
っ
た
「
あ
ん
ど
ん
」

も
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
子
ど
も
向
け

の
「
金
魚
す
く
い
」
や

「
か
き
氷
」
、
く
じ
引

き
な
ど
の
出
し
物
も
あ

り
、
子
ど
も
達
は
熱
心

に
金
魚
す
く
い
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
り
、
か
き

氷
を
食
べ
た
り
し
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

後楽園から見た花火 中央の光は幻想庭園

幼稚園児によるうらじゃ踊り

舞台で踊る女性の皆さん

金
魚
す
く
い
を
楽
し
む
子
ど
も
達

８
月
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

は
８
月
Ⅰ
日(

５
人)

、
８
月

８
日(

９
人)

、
８
月
15
日(

12

人)

、
８
月
22
日(

10
人)

と
29

日(

未
定)

の
５
日
間
行
い
、

延
べ
30
人(

４
回)

が
参
加
し

ま
し
た
。

い
ず
れ
の
日
も
大
変
暑
い

日
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
元
気
に
戸
締
ま
り

や
不
審
者
・
迷
惑
者
通
報
な

ど
を
訴
え
、
公
園
な
ど
は
念

入
り
に
見
て
回
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
日
も
別
に
何
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
不

審
な
人
物
や
車
、
公
園
な
ど

で
夜
中
に
打
ち
上
げ
花
火
等
、

迷
惑
行
為
を
し
て
い
る
人
を

見
た
場
合
は
西
警
察
署
に
通

報
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
次
回
は
９
月
19
日
、

担
当
は
あ
か
ね
町
と
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
指
導
者
の
皆
様
で
す
。

８
月
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
５
回
行
う

延
べ
３
０
人
が
参
加

川
入
八
幡
宮
で
も
夏
ま
つ
り
が
行
わ
れ
る

暑
さ
に
も
負
け
ず

華
麗
な
踊
り
を
披
露

人で埋まった吉備中のグラウンド

挨拶を行う西商工会の牧野保副会長

大森市長とハイパチリ

市役所筋で踊る踊り連の皆さん

拝殿を出発する「御斗代祭」の行列
み と しろさい

厳粛に行われた神事

賑わった境内の夜店

小・中学生の女子生徒による
古式に乗っ取った『田舞』の舞

8/15 防犯パトロールに参加した皆さん

8/22 防犯パトロール行う参加者の皆さん8/8 防犯パトロールを終え一服する皆さん

表町商店街で踊る輝星天結の皆さん

祝詞奏上を行う平田宮司さん


